
115．

一般演題：代

Hyperostosis　generalisataの症例に

おけるCa代謝

　　　一℃aを用いて一

　永井清保　熊原雄一　　i木　謙

　　．ド谷連夫　○木村和文

　　　（大「S2ff大’王：ISi　Llデ『≦1ノ・J＄こ1）

　まれな骨疾患hyperostosis　generalisataの1症例を経

験し，種々の検討を加え，とくに本症例において47Caを

用いてCaのbaiance　study，　Caのkineticsを調べた．

　患者は38才男子で両下肢の察痛を主訴とし，著明な大

鼓擬指を呈し，ii皿沈の促進，　ASLOの高値を示した．

全身の長管骨の骨膜性骨増殖像を呈する骨X線および

骨biopsy所見より上記疾患と診断された．

　方法は本症例および対照例にて検査10日前よりCaを

1日130mgに制限し，47CaC1250μcを静注，その後食餌

中，血中，尿中，便巾のCaの定量および4℃aの測定を

経日的に行なった．47Caの測定は4℃aの崩壊産物47Scの

γ線を除外するためscintillation　counterにγ線spectro・

meterを接続して1．3MeVのpeakのみ測定した．

　Ca－balanceはCa制限食のため対照例および本症例

ともいずれもnegativeで大差はなかったが，症例では

便中のCa排泄量が対照例に比して小であった．便中の

Caは腸管からの吸収と腸管内への分泌によって左右さ

れるのでMichaelらの方法によりendogenous　fecal

calciumを算出すると症例では対照例に比べてやや多い

傾向がみられ，したがって腸管からの吸収が大きいと考

えられる．

　血清巾の47Caの減衰曲線よりmiscible　calcium　pool

は4．98g（132mg／kg体重）と算出され，対照例の3．　56g

（54mg／kg）に比して著しく大で，　Michaelらの正常値60

～ 110mg／kgを上回った．その半減期は3．55日で対照例

の4・3口に比し短かった．このdataおよび尿，便中

の47Caの排泄量よりHeaney＆Whedonの方法により

％one　formation　rate”を求めると本症例ではで20．3

皿91kg／day対照例の6．7mg／kg／dayに比し約3倍，

Michaelらの正常値8～11mg／kg／dayの約2倍の高値を

示した．これは骨形成の盛んなことを意味する．

　以上，本症例にてはCaの賜目吸収の大なること，　mi’

scible　calcium　poolが大きく，半減期が短いこと，

Wone　formation　rate”が大なることを見出した．

＊
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116．放射性物質投与時のリンパ腺組織内

　　　脱水素酵素の変動について

　高安久雄阿曽佳郎○星野嘉f申村橋勲

　　　　　　（東京大学泌尿器科）

　〔動物実験〕　体重約2kgの家兎に対し，コントロール

のほかにigSAu一コロイドをそれぞれ90μc，60μcを後足

皮下に投与，96時聞後にエーテル麻酔下にリンパ腺を

別出，秤「亘，radioactivity測定，次に組織化学的万法に

より脱水素酵素系の検索を行なった．

　家兎にはそれぞれ約10，000，000および6，　700，000cpm

投与してあることになり，これらより別出したリンパ腺

は約1〔〕，000～30，　OoOcpm／gであった．

　染色の方法はヘマトキシリン・エオジン染色のほか，

Embden－Meyerhof系で乳酸脱水素酵素，　Warburg－

Dickens系でG－6－P脱水素酵素，　TCA－cycleでコハク酸

脱水素酵素である．結果は形態学的にはほとんど変化は

みられなかったが，10，000～15，000cpm／gではむしろこ

れら脱水素酵素の活性増大がみられ，これはコハク酸脱

水素酵素にもっとも著しく，次いでG－6－P脱水素酵素，乳

酸脱水素酵素の順であった．20，000～25，000cpm／gにな

るとこれら脱水素酵素活性は著しく減少し，30，000cpm／g

ではほとんど活性がみられない位までに至った．

　〔人体にっいて〕膀胱腫瘍，畢丸腫瘍，腎腫瘍等の患

者にリンフォグラフィー施行時工311－Popiodolを用い，あ

るいは198Au一コロイドを足背皮下に注射，手術時リンパ

腺廓清を行ない，別出標本にっいて組織化学的検索を行

ない，動物実験とほぼ同様な結果をえた．形態学的変化

を認めぬうち，これら酵素が変動を示すのは，放射線の

影響のほか，phagocytosisが呼吸，系解糖系に及ぼす変

化等も考慮に入れねばならず，その原囚についてはなお

今後の検討を要するところである．

　　　　　　　　　　　　＊

　117．Urokinaseに関する研究
村上元孝　倉金丘一　黒田満彦　恩地一彰

　○越村康明　保志場一郎　能登　稔

　　　　　（金沢大学村上内科）

　Urokinase（以下UK）の人体内動態について観察し

た成績を￥lx告する．

　〔方法〕　Plougらの方法で精製されたUK（みどり十

字社製）に，Helmkampfらの方法に準じ1311を標識，

free　1311の除去は透析によった．　specific　RAは，5～

2μc／Ploug　unitで，　pH　4．5，　acetate　butferでの恒紙電
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気泳動では，原点および（十）極側に3っのpeakが認め

られ，densitometryおよびRAは大体平行した．ユ311標

識操作により電気泳動およびlytic　activityに変化をほ

とんど認めなかった．

　Sqourisらの方法に準じ，尿中UKを抽出，　bovine

fibrin　plate上のlysis　areaでUK活性を測定，同時に

これのRAをweU　scintillatorで測定．

　131－UKの人体内での動態は，13］1－UK　80μc静注，東

芝製”MUHC”で，5分，1．5時間および24時間の経時的

全身線スキャンを行ない，正常者2，痛風腎症および肝

硬変（Thalassemiaに合併）各1例につき観察した．

　1311－UKの線スキャン像と，203Hg－neohydrin，　RISA

およびi3il－Naのそれとの比較を行なった．

　〔成績〕　正常例では，i3iI－UK静注後5分で肝部にも

っとも高いpeakを認めたが，1．5時間後では，腎へ移

動，膀胱部にもpcakが出現，24時間後では，甲状腺と

身体中央部わずかにpeakを認めた，　RISA，1311－Naの

線スキャン像との類似はまったく認められず，2°3Hg－

neohydrinでの線スキャン像と類似していた．肝硬変

例では，5分後に，肝・腎部に2峰性のpeakが認められ

たほかは，正常例との明らかな差がなかった．痛風腎症

例では，5分では正常例との差がなかったが，1．5時間後

では膀胱部のpeakをほとんど認めず，24時間後の体内

残存量も多かった．

　尿山UK活性は，　i3il－UK静注前後で変化を認めず，

また，肝硬変例と正常例で差を認めなかったが，腎症例

では著しく低値であった．尿中UK分劃のRAは，全例

きわめて低かった．

　〔断案〕　血中のplasminogen　activatorの尿中への漏

出がUKの起源とする考えを支持しがたく，また，　UK

の代謝に関し，腎の関与が大きいと考えられる成績であ

った．

＊

118．　FibrinogenのCatabolismに

　　　関する研究

村上元孝　倉金丘一　黒田満彦　恩地…彰

　越村康明保志場一郎○能登稔
　　　　　（金沢大学村上内科）

　第2回核医学会等で，1311－fibrinogenでフィブリノー

ゲン体内動態を，若干の疾患群になき観察した成績を報

告したが，今回は，1311－fibrinogenの血rl1消失と，　fi－

brinolysis，　fibrinogenolysisとの関係について観察した

成績を報告する．

　〔方法〕　McFarlaneらの方法に準じて作成した1311－

fibrinogenは，炉紙電気泳動，免疫電気泳動上ほぼ均一

であり，凝固能等に異常を認めず，specific　RAは80～

50μc／mgであった．対象19名について，　thrombin　clottable

fibrinのRAにっきPersonらの方法に準じturnover

study，同時に／自1漿フィブリノーゲン濃度，　thrombin

time，　euglobulin　lysis　timeを測定した．

　〔成績〕　正常例のユ311－fibrinogerの血巾消失ti／2　3．　2

El，　turnover　rate　52　mg／dl／day，体内残存量のtl／，は

5．2n，　thrombin　timeは20～28secであった．1311－fibri・

nogenの血中消失tl／2，　turnover　rateと血漿フィブリ

ノーゲン濃度，thrombin　time，　euglobulin　lysis　timeと

は，いずれも，一般的な一定の関係は認められなかっ

た．

　しかし，1311－fibrinogenの1仙｛］消失tl／2とthrobmin

timeとの関係より，1群：tl／2短縮，　thrombin　time延

長，II群：ti／，　nc縮，　thrombin　time　IE常，　III群：tl／，正

常，thrombin　time正常の3群に分類して観察すると，

第1群には肝硬支，ネフローゼ，悪性腫瘍例等，第II群

には人動脈炎症候群，膠原病例等，第III群は正常例等，

となり，やや疾患的特徴を異にするものに分類されるよ

うであった．euglobulin　lysis　time｝こっいては，3群間

に差を認めなかった．また，1群では体内残存tl／2も平行

して短縮しているものが多いのに対して，II群では，血

巾消失tl／2の短縮と休内残存tl／，とが必ずしも比例しな

いものが多かった．

　〔断案〕　1群では，1311－fibrinogenのcatabolismに

fibrinogenolysisの関与が強く，II群では，凝固機転の関

与がより強いのではないかと考えられた，しかし一方組

織因子についての考慮も必要と考えられ，さらに観察を

すすめたい，

　　　　　　　　　　　　＊
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